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序　論

心霊現象，超能力，宇宙人との遭遇，占いなど，
現代科学では説明することのできない現象は，一
般的に「超常現象」とよばれている （坂田・岩永
, 1998）。その超常現象に対する態度については，
性差の検討 （坂田・岩永 , 1998） や不安傾向など
の性格的特徴との関連が検討されている （e.g., 松
井 , 2001; 太田・吉川 , 1997）。

一方，超常現象に対する態度を取り扱った研究
と比較して，超常現象体験の有無について調査を
している研究は必ずしも多くない。中島・佐藤・
渡邊 （1993） は超常現象のような不思議な現象を体
験する頻度について質問紙による調査を行ってい
る。そして，その結果から，「神社やお寺に初詣に
でかける」「お盆にはお墓参りに行く」などの宗教
的行動に関しては比較的高い体験率が報告される

一方で，「幽霊を見たことがある」や「空飛ぶ円盤
を見たことがある」といった超常現象の体験率は
1 割弱に留まることが報告されている。また，小城・
坂田・川上 （2008） の超常現象に対する態度に関す
る研究では，「先祖の霊はあると思う」のような信
念とともに，「霊を見たことがある」のような不思
議現象体験に関する質問項目が調査内容に含まれ
ている。そして，その研究では好奇心が強く独創
性に長けている人の方が主観的な心霊体験を報告
する傾向が強いとの結果が示されている。

このような質問紙調査による超常現象に関する
研究がある一方で，知覚や認知上の特徴や問題が，
超常現象体験の一因となっている可能性を示唆す
る知見も存在する。そのような中でも極端な例と
しては，レビー小体型認知症 （DLB: Dementia 
with Lewy Bodies） 患者における代表的な症状
の一つである幻視が挙げられる。その患者の中に
は鮮明で生々しいものが見える幻視を有する人も
存在し，既に死んだ家族がそこにいると主張する
ケースも報告される （池田 , 2009）。この DLB に
特徴的な本来の視覚刺激を誤って解釈したり，見
間違えたりする現象はパレイドリアとよばれ，そ
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の例としてはコンセントや雲など本来顔ではない
ものが顔に見えたり，壁のシミのような不定形な
ものを意味のあるものに感じてしまうことがあげ
られる （渡部・西尾 , 2016）。近年では，このよ
うなパレイドリアの程度を測定するツールとして
パレイドリアテストが開発され，DLB の診断に
活用する試みもすすめられている （Mamiya et 
al., 2016; Yokoi, Nishio, Uchiyama, Shimomura, 
Iizuka, & Mori, 2014; 佐藤・福井 , 2017）。

また，健常成人を対象に視覚刺激に対する知覚・
認知上の特徴と超常現象に対する態度を検討した
研究としては，Riekki , Lindeman, Aleneff , 
Halme, & Nuortimo （2013） の研究があげられ
る。この研究では，風景画像の中から顔のような
箇所を探す能力が高い人の方が超常現象や宗教を
信じる割合が高いと報告されており，顔知覚メカ
ニズム上の特徴と超常現象信奉との関連が示唆さ
れている。しかし，この研究では超常現象を主観
的に体験したかどうかについては調査されておら
ず，測定された信念に関しても幽霊や宇宙人とい
った顔の認知がその体験と直接的に関連しうる現
象に対しては調査されていないなど，健常成人に
おける顔知覚上の特徴と超常現象体験との関連に
ついては，更なる研究が必要と考えられる。

そこで，本研究では一般健康若年成人のパレイ
ドリア傾向を簡易的に測定し，その結果と心霊体
験や宇宙人との遭遇体験をはじめとする超常現象
体験の有無との関連について検討した。

方　法

参加者
以下の顔検出課題の実施と超常現象体験に関す

る調査は大学生を対象に別々のタイミングに行わ
れた。顔検出課題には，大学生 108 名 （男性 61
名 , 女性 45 名 , 性別不明 2 名 , 平均年齢 18.46 歳
, SD: 1.18 歳 , 年齢不明 3 名） が参加し，超常現象
体験に関する調査に関しては，大学生 115 名 （男
性 68 名 , 女性 46 名 , 性別不明 1 名 , 平均年齢
18.57 歳 , SD: 1.06 歳） からの回答を得た。いずれ
のデータ取得時にも，参加者に対して本研究への

協力は任意であることやデータの利用方法と管理
に関する説明を事前に行い，それらに同意した参
加者のみが本研究に参加した。なお，顔検出課題
と超常現象体験に関する調査の両方に回答した参
加者は 93 名 （男性 53 名 , 女性 40 名 , 平均年齢
18.43 歳 , SD: 1.04 歳） であった。
顔検出課題

パレイドリアの傾向を調査するために，本研究
では Yokoi et al（2014） が作成したノイズ・パ
レイドリアテストの図版を刺激として使用した。
パレイドリアテストは本来，レビー小体型認知症 

（DLB） と ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 （AD: 
Alzheimer's Disease） を鑑別することを目的と
して作成されたものである （Mamiya et al . , 
2016）。ノイズ・パレイドリアテストは実際に顔
画像が含まれているノイズ画像と，顔画像の含ま
れないノイズ画像を参加者に提示し，各画像中の
顔の有無について回答させるテストであり，参加
者と検査者が1対1で対面して行われる。しかし，
今回の調査では大学生における顔知覚の特徴を集
団的に測定することを目的として，画像の提示時
間を各画像あたり 5 秒間に短縮し，練習用 3 枚，
本番用 40 枚 （顔あり画像 8 枚，顔なし画像 32 枚） 
の図版を講義用のプロジェクターを用いてスクリ
ーンに提示し，その画像の中から顔だと思う部分
を積極的に探してもらうように参加者に教示し
た。また，回答方法はそれぞれの図版に対してマ
ークシート上に 3 件法 （1. 顔はない，2. 顔のよう
に見える箇所がある，3. はっきりとした顔があ
る） で答えさせる形とした。

なお，解析にあたっては図版内に顔画像が存在
しない刺激 32 枚に対する回答において，1 回で
も「はっきりとした顔がある」と回答した参加者
を「パレイドリア様反応有群」とし，その他の参
加者を「パレイドリア様反応無群」とした。
超常現象体験に関する調査

超常現象の体験に関する質問は中島他 （1993） 
を参考に作成された。本研究では，参加者自身の
体験について調査するために，中島他 （1993） の

「不思議な出来事」に関する信奉度を測定するた
めに作成された 100 項目の中から「死者と交信す
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ることが可能である」や「テレパシーは存在する」
など，体験の有無を問う質問に言い換えられる項
目をピックアップし，それぞれ「死者と交信した
ことがある」や「テレパシーを感じたことがある」
のように表現を変更して採用した。一方で「ムー
大陸は存在した」や「アトランティス大陸は存在
した」など主観的体験の有無を質問する形への変
更ができないものに関しては，本研究で質問項目
として採用しなかった。また，中島他 （1993） に
おける，「不思議な出来事」に対してどれくらい
経験・興味・行動があったか測定する 20 項目の
中から「幽霊を見たことがある」などの体験につ
いてきいている項目も本研究の質問項目として採
用した。最終的に「幽霊」「超能力」「宇宙人」「占
い」のいずれかの超常現象に関わる全 48 項目を
調査項目として採用した。質問紙作成の際には，
質問項目をランダムな順序に並べ，参加者には，
それぞれの項目に書かれた内容について 4 件法 

（1. ない，2. たぶんない，3. たぶんある，4. ある） 
で，参加者自身が「今までに体験したことがある
か」どうかについて回答させた。

　
結　果

超常現象の体験
まず，超常現象体験尺度の項目別に体験率を算

出した （図 1）。体験率が最も低い項目は，「UFO
に乗ったことがある」と「念写をしたことがある」
でどちらに対しても回答者全員が「体験したこと
がない」と報告していた。体験率が最も高い項目
は「夢で見たものが現実に起こったことがある」
であり，約 40% の参加者が「体験したことがある」
と回答していた。また，幽霊に関わる項目でもっ
とも体験率が高い項目は「幽霊の存在を感じたこ
とがある」で全体の約 20% が「体験したことがあ
る」と報告した。しかし，「幽霊を見たことがある」
に関しては，その割合は約 12% にとどまった。宇
宙人に関する項目では「宇宙人の存在を感じたこ
とがある」に対して約 4% の参加者が「体験した
ことがある」と報告していた。

続いて，これらの項目への回答を使用して因子

分析を実施した。その際，全回答者の 95% 以上
が「体験したことがない」と回答した質問項目は
解析対象から除外した。その後，重み付けのない
最小 2 乗法による因子分析 （プロマックス回転） 
を実施した。初期および，抽出後の共通性の値が
0.2 未満の項目を解析対象から除外した後，再び
因子分析を実施し，すべての項目の共通性が 0.2
以上となるまでこの手続きを繰り返した。続いて
どの因子に対しても 0.4 以上の因子負荷量を示さ
ない項目を解析対象から除き，再び因子分析を行
った。そして，最終的な因子分析における固有値
の変化と解釈可能性から，3 因子構造と判断し，
それらの因子を「宇宙人因子」「超能力因子」「幽
霊因子」と命名した （表 1）。

次に各因子得点における性差を検討するため対
応のない t 検定を行った。その結果，宇宙人因子
の得点の平均値は男性で 0.99 （SD : 1.18），女性
では -0.21 （SD : 0.13） となった。また，超能力
因子得点は男性で 0.11 （SD : 1.25） となり，女性
では -0.12 （SD : 0.38） となった。幽霊因子に関
しては男性で平均が 0.15 （SD : 1.04） となり，女
性では -0.15 （SD : 0.77） となった。宇宙人因子
では女性に比べて男性の得点が有意に高かった 

（t （105） = 2.05, p < .05） が，それ以外の因子で
は有意な性差はみられなかった。
顔検出課題の結果と超常現象体験

顔検出課題においてパレイドリア様反応が認め
られたのはテストに回答した 108 名の中で 44 名
であった （図 2）。パレイドリア様反応の平均回
数は 1.71 （SD : 3.77） 回であった。パレイドリア
様反応が認められた群とパレイドリア様反応が生
じなかった群との間で対応のない t 検定を行い，
超常現象体験尺度における各因子得点の平均を比
較した （図 2）。その結果，パレイドリア様反応
無群 （M = -0.207, SD = 0.150） と比較してパレ
イドリア様反応有群 （M = 0.173, SD = 1.274） の
方が，「宇宙人因子」の得点が有意に高くなって
いた （t （87） = 2.14, p < .05）。また，有意ではな
いものの「幽霊因子」の得点についてもパレイド
リア様反応有群 （M = 0.216, SD = 0.932） で無群 

（M = -0.155, SD = 0.865） よりも高い傾向にあっ
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た （t （87） = 1.93, p < .10）。

考　察

本研究では DLB を判定するために作成された
ノイズ・パレイドリアテストの図版を刺激に用い

て，一般健康大学生のパレイドリア傾向を判定し，
顔知覚上の特徴と幽霊や宇宙人を含めた超常現象
体験の有無との関連について検討した。

まず超常現象体験の報告率について検討したと
ころ，宇宙人と関連する超常現象の体験報告率と
比較すると幽霊に関する現象の体験報告率はやや

図 1　各超常現象の体験率

表 1　超常現象尺度の因子分析結果
宇宙人因子 超能力因子 幽霊因子

宇宙人を見たことがある 1.027 −.112 −.060
宇宙人に会ったことがある .993 −.075 −.065
宇宙人と話したことがある .833 .071 −.097
宇宙人の存在を感じたことがある .599 .073 .151
幽霊によって不幸にされた .550 .188 .170
精神の力で他人の病気を治したことがある .022 .955 −.060
魔法を使っている人を見たことがある −.100 .787 −.024
呪文によって呪いをかけたことがある −.017 .725 −.071
精神の力で自分の病気を治してもらった .067 .723 −.052
テレパシーを感じたことがある .110 .456 .176

「虫の知らせ」により身内の不幸を知った −.024 .430 .255
幽霊を見たことがある .045 −.176 .884
写真を撮った時に幽霊がうつったことがある −.063 .036 .758
幽霊の存在を感じたことがある −.015 .058 .672
本物の心霊写真を見たことがある −.115 .007 .665
人魂を見たことがある .154 .048 .562
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多く，「幽霊を見たことがある」と報告した参加
者の割合は，中島他 （1993） と同様，本研究でも
約 1 割であった。さらに，「幽霊の存在を感じた
ことがある」という項目に対しては，「体験した
ことがある」と回答された割合は約 2 割であり，

「体験したことがたぶんある」という回答と合わ
せれば，その割合は 4 割に達していた。このよう
な結果からは，このような心霊現象の体験が，ご
く一部の限られた人によってのみ報告される稀な
主観的体験とは言いきれないと考えられた。

本研究において実施された顔検出課題の結果，
約 4 割がパレイドリア様の反応を少なくとも 1 回
は報告した。そして，そのような人においては，
宇宙人や幽霊に関わる超常現象を体験したと報告
する割合が高い傾向が示された。この結果はノイ
ズ・パレイドリアテスト図版のような本来顔が存
在しない画像の中に顔を見いだしやすいという顔
知覚上の特徴が，宇宙人や幽霊に関する超常現象
の主観的体験を生み出す認知的メカニズムに関わ
っていることを示唆するものと言えるかもしれな
い。つまり，顔と認識する刺激の範囲が広く汎化
しやすい人たちは，日常生活においても本来存在
しないはずの顔を間違って認識することが多く，
そのことが宇宙人や幽霊などの超常現象体験の一
因となっている可能性があるといえよう。

このような本研究で得られた知見は，Riekki et 
al （2012） の顔様刺激を検出しやすい人の方が超
常現象を信じているという知見にも矛盾しないも
のである。さらに，本研究では，顔知覚上の特徴
が超常現象に対する信念や態度だけでなく，超常

現象の主観的体験の有無とも関わっている事を確
認したという事が出来るだろう。

本研究では，多くの参加者を対象として顔知覚
上の特徴の個人差を検討するため本来のパレイド
リアテストの実施方法とは大きく異なる形で図版
を使用した。そのため，今後ノイズ・パレイドリ
アテスト本来の実施方法で個別的にデータ収集を
行い，若年成人におけるパレイドリア傾向と超常
現象体験との関連をより詳細に検討していく必要
があると思われる。
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図 2　 パレイドリア様反応有群と無群における各因子
得点の平均値 （エラーバーは SE）




